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現
在
策
定
中
の
第
５
次
三
島
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
に
お
い
て
、ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
指
標
を
導
入
し
て
い
く
。

本
市
の
強
み
や
市
民
の
主
観
的
な
評
価
の
特
徴
を
明
ら
か
に

し
な
が
ら
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
示
す
と
と
も
に
、
指
標
の

周
知
を
図
り
幅
広
い
市
民
意
見
の
聴
取
と
施
策
へ
の
反
映
に

努
め
て
い
く
。

幸
福
度
指
標
を
政
策
に
ど
う
取
り
込
ん
で
い
く
か

 

総
合
計
画
に
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
指
標（
幸
福
度
指
標
）

を
導
入
し
て
強
み
と
弱
み
を
可
視
化
す
る
中
で
、
政
策
形
成

に
ど
う
反
映
し
て
い
く
の
か
。

庁
舎
移
転
後
の
大
社
町
別
館
の
活
用
方
法

 

新
庁
舎
を
北
田
町
へ
と
望
ん
だ
４
割
の
市
民
の
た
め
に

も
、
大
社
町
別
館
を
サ
テ
ラ
イ
ト
機
能
を
持
た
せ
た
ミ
ニ
市

役
所
と
し
て
生
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

 

窓
口
と
し
て
の
サ
テ
ラ
イ
ト
機
能
に
つ
い
て
、
中
郷
・

北
上
文
化
プ
ラ
ザ
な
ど
そ
れ
な
り

に
離
れ
た
施
設
を
Ｄ
Ｘ
技
術
で
つ

な
ぎ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う

な
研
究
は
進
め
る
が
、
大
社
町

別
館
と
南
二
日
町
広
場
の
距
離
は

９
０
０
㍍
程
度
と
近
接
し
て
お
り
、

サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
と
し
て
の
整
備

は
適
当
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業
の
子
育
て
機
能
は

 

小
規
模
保
育
園
の
新
設
で
は
な
く
、
朝
夕
に
子
ど
も
を

送
迎
す
る
「
子
ど
も
送
迎
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
再
開
発
区
域

内
に
設
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

 

具
体
的
な
内
容
や
、
事
業
ス
キ
ー
ム
、
施
設
要
件
の
確
認

な
ど
、
実
現
に
向
け
た
課
題
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
専
門
的

な
意
見
を
伺
う
と
と
も
に
、
フ
ロ
ア
を
取
得
・
運
営
す
る
事

業
者
と
の
協
議
・
調
整
も
必
要
と
な
る
。
子
育
て
支
援
策
の

充
実
に
つ
な
が
る
機
能
の
実
現
に
向
け
検
討
を
進
め
て
い
く
。

三
島
市
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ク
ー
ポ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

 

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
還
元
率
20
％
で
対
象
を
三
島

市
民
限
定
と
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ク
ー
ポ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
今
年
度
中
に
実
施
で
き
な
い
か
。

 

本
市
は
、
地
域
特
性
と
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
デ
ジ

タ
ル
商
品
券
事
業
の
効
果
的
か
つ
公

平
な
実
現
を
目
指
す
。
国
交
付
金
を

活
用
し
、
既
存
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
導
入
で
シ
ス
テ
ム
構
築
コ
ス
ト

を
削
減
し
、
迅
速
な
経
済
対
策
に
つ

な
げ
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
利
用

格
差
対
策
も
万
全
を
期
す
。

 

現
時
点
で
、
国
や
県
か
ら
小
学
校
給
食
無
償
化
の
具
体

的
な
制
度
設
計
や
財
源
負
担
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
令
和
7

年
度
は
、
食
材
費
高
騰
を
受
け
、
保
護
者
負
担
を
据
え
置
く

た
め
、
約
５
，
５
０
０
万
円
を
市
が
負
担
し
て
い
る
。
本
市

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
今
後
示
さ
れ
る
国
、
県
の
方
針
に
基

づ
き
検
討
し
て
い
く
。

国
の
小
学
校
給
食
費
一
律
助
成
を
踏
ま
え
た
対
応

 

２
０
２
６
年
4
月
か
ら
国
が
小
学
校
給
食
費
無
償
化
と

し
て
、
全
国
給
食
費
平
均
月
額
の
４
，６
８
８
円
を
軸
に
一
律

に
助
成
す
る
案
が
出
て
い
る
が
不
足
分
対
応
な
ど
を
伺
う
。

官
民
連
携
で
三
島
市
へ
空
飛
ぶ
車
の
運
行
ル
ー
ト
を

長
伏
公
園
を
子
育
て・ス
ポ
ー
ツ・健
幸
の
拠
点
に

 

大
型
遊
具
が
設
置
さ
れ
る
長
伏
公
園
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
や

松
毛
川
の
自
然
と
連
携
さ
せ
て
、
子
育
て
・
ス
ポ
ー
ツ
・
自

然
体
験
で
き
る
健
幸
拠
点
と
し
て
は
ど
う
か
。

 

長
伏
公
園
は
、
健
康
づ
く
り
や
交
流
の
場
に
加
え
、
松

毛
川
を
活
用
し
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、
狩
野
川
の
サ
イ

ク
ル
ル
ー
ト
の
休
憩
場
所
と
し
て

の
活
用
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
健
幸
都

市
の
拠
点
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
幅
広
い
世
代
に
愛
さ
れ
る

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
実
感
で
き

る
空
間
の
整
備
を
進
め
る
。

保
険
証
廃
止
に
伴
う
国
保
税
滞
納
世
帯
へ
の
対
応

 

経
済
的
事
情
で
国
保
税
を
1
年
以
上
滞
納
し
て
い
る
世

帯
に
対
し
、
10
割
負
担
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
課
す
べ
き
で
な
い

「
特
別
な
事
情
」
の
基
準
は
何
か
。

 

国
の
通
知
に
よ
る
と
、
災
害
や
盗
難
等
に
よ
る
財
産
被

害
、
病
気
や
怪
我
、
事
業
の
廃
止
や
休
止
、
事
業
に
お
け
る

著
し
い
損
失
等
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
保
険
税
の
納

付
に
資
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
示
さ
れ
て
い
る
。
市
で

は
特
別
な
事
情
の
正
確
な
判
断
と
必
要
な
取
り
組
み
を
適
切

に
行
っ
て
い
る
。

堆
肥
で
も
耕
種
農
業
を
支
え
る
酪
農
家
へ
の
支
援
を

 

市
内
に
7
戸
あ
る
酪
農
家
の
経
営
は
、
餌
代
・
光
熱
費
・

燃
料
費
高
騰
や
猛
暑
に
よ
る
乳
量
低
下
の
厳
し
い
状
況
に
あ

る
が
、
新
た
な
支
援
策
は
可
能
か
。

 

市
で
は
国
の
交
付
金
を
活
用
し

た
粗
飼
料
や
お
が
粉
の
購
入
費
補

助
に
加
え
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
利
用

や
疾
病
対
策
な
ど
市
独
自
の
支
援

も
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。
今
後
も

酪
農
家
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
支
援
制

度
を
検
証
す
る
中
で
、
畜
産
関
係

者
と
連
携
し
、
持
続
的
に
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
む
。

河
野
　
月
江

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

市
営
墓
地
（
三
島
墓
園
）

 

三
島
墓
園
の
募
集
方
法
お
よ
び
空
き
状
況
を
含
む
募
集

状
況
か
ら
、
空
き
が
ど
の
く
ら
い
に
な
る
と
運
営
に
支
障
を

き
た
す
の
か
伺
う
。

 

現
在
48
区
画
が
空
い
て
お
り
、
過
去
3
年
間
の
年
平
均

で
約
２
１
９
万
円
歳
出
が
歳
入
を
上
回
っ
て
い
る
。
今
後
、

歳
出
の
執
行
方
法
を
精
査
し
、
年
1
回
の
募
集
期
間
を
複
数

回
行
い
応
募
し
や
す
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
使
用
者
の
拡
大

を
図
り
持
続
可
能
な
墓
園
の
運
営
に
努
め
て
い
く
。

 

利
用
の
多
い
時
間
帯
の
ス
タ
ッ
フ
の
追
加
、
傷
病
が
重

い
場
合
の
救
急
対
応
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
、
緊
急

通
報
ボ
タ
ン
の
必
要
性

等
を
検
討
し
て
い
る
。

遊
具
の
瑕
疵
等
に
起
因

す
る
事
故
に
は
市
が
加

入
す
る
保
険
等
で
補
償

す
る
こ
と
に
な
る
が
、

安
全
に
楽
し
め
る
よ
う

管
理
体
制
の
構
築
・
運

用
の
準
備
を
進
め
て
い

く
。

長
伏
公
園
大
型
複
合
遊
具
の
供
用
に
向
け
て

 

大
型
複
合
遊
具
な
の
で
事
故
や
け
が
が
心
配
さ
れ
る

が
、事
故
や
け
が
へ
の
対
応
と
保
険
適
用
は
ど
う
な
る
の
か
。

三
嶋
大
祭
り
に
お
け
る
危
機
管
理
体
制
お
よ
び

大
盆
踊
り
大
会
の
定
番
化

 

本
市
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
顔
で
も
あ
る
三
嶋
大
祭

り
に
つ
い
て
振
り
返
り
総
括
す
る
中
で
、
新
聞
記
事
に
も

な
っ
た
け
が
人
発
生
の
件
に
つ
い
て
伺
う
。

 

頼
朝
公
旗
挙
げ
行
列
に
お
い
て
、
馬
が
大
社
境
内
か
ら

道
路
に
出
る
際
に
突
然
急
発
進
し
、
お
二
人
の
方
が
、
接
触

に
よ
り
転
倒
し
、軽
傷
を
負
う
事
故
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
。

今
後
、
安
全
な
大
祭
り
と
な
る
よ
う
、
実
行
委
員
会
に
お
い

て
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
警
察
と
協
議
し
な
が
ら
作
成
し

て
い
る
。

 

三
嶋
大
祭
り
最
終
日
の
大
盆

踊
り
大
会
に
は
、
約
２
，
５
０
０

人
が
参
加
し
た
。
農
兵
節
や
み
し

ま
サ
ン
バ
の
他
に
、
盆
踊
り
の
定

番
曲
を
は
じ
め
、
真
夏
の
夜
を
彩

る
に
ぎ
や
か
な
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

て
、
市
民
も
観
光
客
も
一
体
と

な
っ
て
５
重
、
６
重
の
輪
を
作
っ

て
踊
り
、大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

 

提
案
者
の
一
人
と
し
て
今
後
の
定
番
化
を
願
う
が
、
大

祭
り
最
終
日
の
夜
、
三
嶋
大
社
境
内
に
て
実
施
さ
れ
た
「
第

２
回
大
盆
踊
り
大
会
」
の
成
果
を
伺
う
。

空
き
家
の
適
正
管
理
と
発
生
予
防
の
仕
組
み
づ
く
り

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業
へ
の
補
助
金
増
額

古
長
谷
　
稔

（
改
革
み
し
ま
）

石
井
　
真
人

（
覚
悟
の
会
）
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